
平
成
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号

特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章
　
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
等
の
禁
止
（
第
三

条
・
第
四
条
）

第
三
章
　
特
定
侵
入
行
為
の
防
止
対
策
の
推
進
（
第
五

条―
第
十
一
条
）

第
四
章
　
雑
則
（
第
十
二
条―

第
十
四
条
）

第
五
章
　
罰
則
（
第
十
五
条―

第
十
九
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
等
を
禁

止
す
る
と
と
も
に
、
特
定
侵
入
行
為
の
防
止
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
建
物
に
侵
入
し
て
行
わ
れ
る
犯

罪
の
防
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用

語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一
　
建
物
錠
　
住
宅
の
玄
関
そ
の
他
建
物
の
出
入
口
の

戸
の
施
錠
の
用
に
供
す
る
目
的
で
製
作
さ
れ
る
錠
を

い
う
。

二
　
特
殊
開
錠
用
具
　
ピ
ッ
キ
ン
グ
用
具
（
錠
に
用
い

ら
れ
る
シ
リ
ン
ダ
ー
を
か
ぎ
を
用
い
る
こ
と
な
く
、

か
つ
、
破
壊
す
る
こ
と
な
く
回
転
さ
せ
る
た
め
の
器

具
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
専
ら
特
殊
開
錠
（
施
錠
さ

れ
た
状
態
に
あ
る
錠
を
本
来
の
方
法
に
よ
ら
な
い
で

開
く
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
た
め
の

器
具
で
あ
っ
て
、
建
物
錠
を
開
く
こ
と
に
用
い
ら
れ

る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

三
　
指
定
侵
入
工
具
　
ド
ラ
イ
バ
ー
、
バ
ー
ル
そ
の
他

の
工
具
（
特
殊
開
錠
用
具
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。
）
で
あ
っ
て
、
建
物
錠
を
破
壊
す
る
た
め
又
は

建
物
の
出
入
口
若
し
く
は
窓
の
戸
を
破
る
た
め
に
用

い
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
建
物
へ
の
侵
入
の
用
に
供

さ
れ
る
お
そ
れ
が
大
き
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め

る
も
の
を
い
う
。

四
　
特
定
侵
入
行
為
　
特
殊
開
錠
用
具
又
は
指
定
侵
入

工
具
（
以
下
「
特
殊
開
錠
用
具
等
」
と
い
う
。
）
を

用
い
て
建
物
に
侵
入
す
る
行
為
を
い
う
。

第
二
章
　
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
等
の
禁
止

（
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
）

第
三
条
　
何
人
も
、
業
務
そ
の
他
正
当
な
理
由
に
よ
る
場

合
を
除
い
て
は
、
特
殊
開
錠
用
具
を
所
持
し
て
は
な
ら

な
い
。

（
指
定
侵
入
工
具
の
携
帯
の
禁
止
）

第
四
条
　
何
人
も
、
業
務
そ
の
他
正
当
な
理
由
に
よ
る
場

合
を
除
い
て
は
、
指
定
侵
入
工
具
を
隠
し
て
携
帯
し
て

は
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
特
定
侵
入
行
為
の
防
止
対
策
の
推
進

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
施
策
）

第
五
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
建
物
錠
、
建
物
の

出
入
口
若
し
く
は
窓
の
戸
又
は
こ
れ
ら
の
部
品
（
以
下

「
建
物
錠
等
」
と
い
う
。
）
の
防
犯
性
能
（
特
定
侵
入
行

為
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
の
向
上
の
促
進
、
特
定
侵
入
行
為
の
防

止
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
そ
の
他
の
特
定
侵

入
行
為
の
防
止
を
図
る
た
め
の
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
建
物
錠
等
の
防
犯
性
能
の
向
上
）

第
六
条
　
建
物
錠
等
の
製
造
又
は
輸
入
を
業
と
す
る
者

は
、
そ
の
製
造
し
、
又
は
輸
入
す
る
建
物
錠
等
の
防
犯

性
能
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
建
物
錠
等
の
製
造
又
は
輸
入

を
業
と
す
る
者
か
ら
、
そ
の
製
造
し
、
又
は
輸
入
す
る

建
物
錠
等
の
防
犯
性
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
援
助
を

受
け
た
い
旨
の
申
出
が
あ
り
、
そ
の
申
出
を
相
当
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
当
該
建
物
錠
等
に
係

る
特
定
侵
入
行
為
の
手
口
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
助

言
、
指
導
そ
の
他
の
必
要
な
援
助
を
行
う
も
の
と
す

る
。

（
指
定
建
物
錠
の
防
犯
性
能
の
表
示
）

第
七
条
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
建
物
錠
（
そ
の
部
品
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
防
犯
性
能
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
特
に
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る

も
の
（
以
下
「
指
定
建
物
錠
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、

指
定
建
物
錠
の
種
類
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定

め
、
こ
れ
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
指
定
建
物
錠
の
防
犯
性
能
に
関
し
建
物
錠
の
製
造

又
は
輸
入
を
業
と
す
る
者
（
以
下
「
製
造
業
者
等
」

と
い
う
。
）
が
表
示
す
べ
き
事
項

二
　
表
示
の
方
法
そ
の
他
防
犯
性
能
の
表
示
に
際
し
て

製
造
業
者
等
が
遵
守
す
べ
き
事
項

（
表
示
に
関
す
る
勧
告
及
び
命
令
）

第
八
条
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
製
造
業
者
等
が
指
定
建

物
錠
に
つ
い
て
前
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
に
従
っ
て
防
犯
性
能
に
関
す
る
表
示
を
し
て
い
な
い

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
製
造
業
者
等
に
対
し
、
そ
の

製
造
又
は
輸
入
に
係
る
指
定
建
物
錠
に
つ
き
、
そ
の
告

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
従
っ
て
防
犯
性
能
に
関
す
る
表
示

を
す
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
勧
告
を
受

け
た
製
造
業
者
等
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ
の
勧

告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
特

殊
開
錠
用
具
等
を
用
い
て
当
該
指
定
建
物
錠
の
特
殊
開

錠
を
行
う
手
口
に
よ
る
建
物
へ
の
侵
入
が
多
発
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
製
造
業
者
等
に

対
し
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
緊
急
時
の
措
置
）

第
九
条
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
特
定
の
建
物
錠
の
特
性

を
利
用
し
た
特
殊
開
錠
を
行
う
手
口
に
よ
る
建
物
へ
の

侵
入
が
急
増
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
侵
入
の
防
止
を
図
る
た
め
緊
急
の
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
当

該
建
物
錠
の
製
造
又
は
輸
入
を
業
と
す
る
者
に
対
し
、

当
該
建
物
錠
の
改
善
そ
の
他
の
当
該
手
口
に
よ
る
建
物

へ
の
侵
入
の
防
止
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る

べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
勧
告
を
し

た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
勧
告
を
受
け
た
者
が
、
正
当

な
理
由
な
く
、
そ
の
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、

そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
錠
取
扱
業
者
の
責
務
）

第
十
条
　
建
物
錠
の
販
売
、
取
付
け
及
び
特
殊
開
錠
を
行

う
営
業
を
営
む
者
（
以
下
「
錠
取
扱
業
者
」
と
い
う
。
）

は
、
建
物
錠
を
販
売
す
る
相
手
方
に
対
し
て
当
該
建
物

錠
の
防
犯
性
能
を
正
確
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
顧
客

の
依
頼
に
応
じ
て
建
物
錠
の
特
殊
開
錠
を
行
う
と
き

は
、
そ
の
者
の
氏
名
及
び
住
所
を
確
認
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
錠
取
扱
業
者
の
団
体
へ
の
援
助
）

第
十
一
条
　
国
家
公
安
委
員
会
及
び
都
道
府
県
公
安
委
員

会
は
、
錠
取
扱
業
者
が
組
織
す
る
団
体
に
対
し
、
特
定

侵
入
行
為
の
防
止
を
図
る
た
め
、
必
要
な
助
言
、
指
導

そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
　
雑
則

（
報
告
及
び
立
入
検
査
）

第
十
二
条
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
第
八
条
の
規
定
の
施

行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
製
造
業
者
等
に
対
し
、

指
定
建
物
錠
に
係
る
業
務
の
状
況
に
関
し
報
告
さ
せ
、

又
は
警
察
庁
の
職
員
に
、
製
造
業
者
等
の
事
務
所
、
工

場
又
は
倉
庫
に
立
ち
入
り
、
指
定
建
物
錠
、
帳
簿
、
書

類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
第
九
条
の
規
定
の
施
行
に
必

要
な
限
度
に
お
い
て
、
製
造
業
者
等
に
対
し
、
同
条
第

一
項
の
建
物
錠
に
係
る
業
務
の
状
況
に
関
し
報
告
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、

そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪

捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な

い
。

（
経
過
措
置
）

第
十
三
条
　
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
政
令
又
は
国
家

公
安
委
員
会
規
則
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
政
令
又
は
国
家
公
安
委
員
会
規

則
で
、
そ
の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と

判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
国
家
公
安
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

第
十
四
条
　
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法

律
の
実
施
の
た
め
の
手
続
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め

る
。

第
五
章
　
罰
則

第
十
五
条
　
業
務
そ
の
他
正
当
な
理
由
に
よ
る
こ
と
な
く

所
持
す
る
こ
と
の
情
を
知
っ
て
特
殊
開
錠
用
具
を
販
売

し
、
又
は
授
与
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し

く
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科

す
る
。

第
十
六
条
　
第
三
条
又
は
第
四
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

は
、
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。

第
十
七
条
　
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反

し
た
者
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
十
八
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、

三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
　
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、

若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に

よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

二
　
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、

又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

第
十
九
条
　
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代

理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は

人
の
業
務
に
関
し
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
又
は
前
条

の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ

か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
、
各
本
条
の
罰
金

刑
を
科
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
十
二
条

（
第
二
項
を
除
く
。
）
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
（
第
一

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
九
条
（
第
十
七

1



条
及
び
第
十
八
条
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い

範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
）

第
三
条
　
政
府
は
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
の
施
行

後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
及
び
第

八
条
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
一
七
日
法
律
第
六
八

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
施
行
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
五
百
九
条
の
規
定
　
公
布
の
日
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